
宮城江古田会会報の始まり 

 

２０１１年３月１１日。東日本大震災後、電気・ガス・電話が途絶え

るなか、偶然野田前学部長から「無事か、校友はどうか」との電話が

偶然つながった。手分けして宮城江古田会会員を訪ね自宅・実家

が津波、地震被災した会員多数であることが判明。 

被災状況などを伝える「日芸みやぎ」発行に至った。 
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